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祐
信
の
服
飾
意
匠
と
そ
の
特
徴

―
風
俗
絵
本
と
小
袖
雛
形
本
を
手
が
か
り
に

加
茂
瑞
穂　
か
も 

み
ず
ほ



 

は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
が
小
袖
に
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
々
の
着
用
す
る
衣
服
は
彩
り
豊
か
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の

も
と
、
出
版
さ
れ
た
の
が
小
袖
雛
形
本
で
あ
っ
た
。

小
袖
雛
形
本
と
は
、
お
も
に
小
袖
の
背
面
意
匠
を
掲
載
し
た
体
裁
を
採
用

し
た
版
本
で
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
出
版
さ
れ
た
『
御
ひ
い
な
か
た
』

か
ら
、
再
板
な
ど
も
含
め
お
よ
そ
寛
政
年
間
ま
で
継
続
し
て
出
版
さ
れ
た
。

小
袖
雛
形
本
に
は
、
小
袖
の
背
面
意
匠
と
と
も
に
、
染
織
技
法
や
色
調
、
モ

テ
ィ
ー
フ
の
名
称
も
添
え
ら
れ
て
い
て
、
具
体
的
な
技
法
や
時
代
の
傾
向
、

流
行
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
も
あ
る
。
ま
た
、
小
袖
雛
形
本
に

掲
載
さ
れ
た
小
袖
の
背
面
図
は
、
版
本
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
存
す

る
小
袖
と
照
合
す
る
こ
と
も
で
き
、
小
袖
雛
形
本
が
小
袖
を
誂
え
る
た
め
に

参
考
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
小
袖
雛
形
本
に
掲
載

さ
れ
る
小
袖
の
背
面
図
は
、
時
流
に
あ
っ
た
意
匠
に
加
え
、『
源
氏
物
語
』

な
ど
古
典
文
学
と
も
関
連
さ
せ
た
意
匠
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
読
み

物
と
し
て
の
性
格
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
。

一
方
、
小
袖
雛
形
本
の
意
匠
を
手
が
け
た
絵
師
は
、
無
名
の
者
も
多
く
、

小
袖
雛
形
本
の
内
容
に
比
べ
、
そ
れ
を
手
が
け
た
絵
師
に
つ
い
て
の
詳
細
は

不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
菱
川
師
宣
や
西
川
祐
信
ら
人
気
絵
師
も
小
袖

雛
形
本
を
手
が
け
て
お
り
、
絵
師
が
当
時
の
服
飾
意
匠
に
対
し
て
も
影
響
を

与
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る
西
川
祐
信
は
作
画

期
の
内
、
正
徳
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
小
袖
雛
形
本
を
手
が
け
て
い
た
。
そ

れ
が
次
に
挙
げ
る
三
種
の
小
袖
雛
形
本
で
あ
る
。

『
正
徳
ひ
な
形
』　　
　
　
　
　

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
） 

『
西
川
ひ
な
形
』　　
　
　
　
　

享
保
三
年
（
一
七
一
八
） 

『
享
保
ひ
な
形
』　　
　
　
　
　

享
保
初
年
頃
ヵ

1

こ
の
ほ
か
に
も
西
川
祐
信
作
と
さ
れ
る
小
袖
雛
形
本
や
「
西
川
」
と
題
さ
れ
た

雛
形
本
も
あ
り
、
祐
信
の
小
袖
雛
形
本
に
対
す
る
影
響
が
う
か
が
え
る

2
。
し

か
し
、
祐
信
は
こ
の
他
に
も
多
く
の
絵
本
や
肉
筆
画
を
手
が
け
て
お
り
、『
百

人
女
郎
品
定
』
の
よ
う
に
、
女
性
の
風
俗
や
服
飾
表
現
に
対
し
て
関
心
を
抱

き
、
詳
細
に
描
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
小
袖
雛
形
本
を
手
が
け
た
祐
信
が
、

風
俗
を
と
り
あ
げ
た
絵
本
や
女
性
を
描
く
際
、
小
袖
雛
形
本
が
服
飾
表
現
に

対
し
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
関
心
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
、
祐
信
が
手
が
け
た
小
袖
雛
形
本
が
女

性
の
衣
裳
を
描
く
際
に
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
風
俗
絵
本
を
用
い

て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
小
袖
雛
形
本
や
風
俗
絵
本
に
描
か
れ
た
個

別
の
意
匠
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
試
み
と
し
て
、
小
袖
雛
形
本
と
風
俗
絵
本
の
服
飾

意
匠
に
使
用
さ
れ
る
個
別
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
描
き

方
や
モ
テ
ィ
ー
フ
の
選
択
か
ら
、
祐
信
が
描
く
小
袖
意
匠
の
傾
向
や
、
特
徴

を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
西
川
祐
信
が
手
が
け
た
小
袖
雛
形
本
や
絵
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本
に
描
か
れ
る
服
飾
表
現
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

一
、
西
川
祐
信
の 

服
飾
表
現
に
関
す
る
先
行
研
究

小
沢
直
子
・
伊
藤
紀
之
・
河
村
ま
ち
子
氏
ら
に
よ
る
「
西
川
祐
信
絵
本
に

み
ら
れ
る
衣
裳
文
様
―
祐
信
作
『
正
徳
ひ
な
形
』
と
そ
の
絵
本
と
の
対
応
に

つ
い
て
」

3
で
は
、『
正
徳
ひ
な
形
』
を
中
心
と
し
て
、『
百
人
女
郎
品
定
』『
絵

本
常
盤
草
』『
絵
本
浅
香
山
』
に
描
か
れ
る
女
性
の
衣
裳
を
考
察
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
絵
本
に
描
か
れ
る
女
性
の
衣
裳
文
様
、
技
法
、
構
図
が
『
正

徳
ひ
な
形
』
か
ら
取
材
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
祐
信

の
絵
本
が
、
小
袖
雛
形
本
と
同
様
に
衣
裳
の
文
様
に
配
慮
し
て
描
か
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

古
家
愛
子
氏
の
「
西
川
祐
信
の
服
飾
表
現
に
つ
い
て
―
小
袖
雛
形
本
を
中

心
に
」

4

は
、
小
袖
雛
形
本
に
お
け
る
祐
信
の
服
飾
表
現
や
そ
の
独
自
性
を

考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
祐
信
は
「
墨
絵
模
様
」
と
呼
ば
れ
る
墨
一
色
に
よ

る
表
現
を
『
正
徳
ひ
な
形
』
で
取
り
入
れ
て
い
た
。
墨
絵
模
様
は
、
正
徳
期

に
入
っ
て
か
ら
流
行
し
た
と
さ
れ
る
た
め
、
古
家
氏
は
『
正
徳
ひ
な
形
』
に

お
け
る
墨
絵
模
様
の
表
現
は
、
比
較
的
早
期
の
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

具
体
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
小
袖
雛
形
本
の
中
で
祐
信
は
、
光
琳
模

様
と
呼
ば
れ
る
既
存
の
模
様
に
対
し
て
も
先
駆
的
な
試
み
を
加
え
、
独
自
の

模
様
を
考
案
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、『
日
本
の
美
術　

光
琳

模
様
』
で
は
、
小
山
弓
弦
葉
氏
が
、
祐
信
が
描
い
た
光
琳
模
様
小
袖
に
着
目

し
て
い
る

5
。
小
山
氏
は
祐
信
が
絵
本
の
中
で
、
女
性
の
小
袖
に
繰
り
返
し

光
琳
模
様
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
市
井
で
の
光
琳
模
様
の
流
行
に
影
響
を
与

え
た
と
指
摘
し
た
。
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*

*

*1

松
平
進
氏
が
『
師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
』（
青
裳
堂
書
店
、
昭
和
六
三
年
〈
一
九
八
八
〉）
の
中
で
大
英
博
物
館
所
蔵
本
を
紹
介
し
て
い
る
。

*

*

*2

三
橋
佐
江
子
氏
「
小
袖
模
様
雛
形
本
集
成
―
宝
永
か
ら
元
文
ま
で
」（「
天
理
大
学
学
報
」
一
四
─
三
、
昭
和
三
八
年
〈
一
九
六
三
〉）
に
よ
る
と
、
原
本
未
見
な
が

ら
も
「『
古
版
小
説
挿
画
史
』
に
記
載
あ
り
」
と
す
る
『
西
川
ひ
ん
ふ
ん
雛
形
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
『
雛
形
西
川
夕
紅
葉
』

が
出
版
さ
れ
た
。

*

*

*3

『
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
紀
要
』
四
七
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）。

*

*

*4

『
服
飾
美
学
』
四
〇
、
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）。

*

*

*5

小
山
弓
弦
葉
「
描
か
れ
た
光
琳
模
様
小
袖
―
西
川
祐
信
を
中
心
に
」（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
監
修
『
日
本
の
美
術　

光
琳
模
様
』、
平
成
二
二
年

〈
二
〇
〇
〇
〉）。



以
上
、
祐
信
が
描
く
服
飾
意
匠
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
概
観
し
た
。

主
に
服
飾
文
化
史
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
れ
て
い
る
が
、
祐
信
の
描
く
小
袖

意
匠
は
、
昨
今
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
始
め
た
た
め
、
検
討
す
べ
き
作
品
は
多

く
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
文
字
資
料
と
視
覚
資
料
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た

小
袖
雛
形
本
か
ら
、
風
俗
絵
本
、
肉
筆
画
へ
と
今
後
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
祐
信
の
服
飾
表
現
に
対
す
る
意
図
や
当
時
の
文
化
的
背
景
も
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
比
較
す
る
資
料
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
主
に
市
中
の
女
性
を
描
い
た
絵
本
を
対
象
資
料
と
し
、
祐
信

絵
本
の
小
袖
に
使
用
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
比
較
し
て
み
た
い
。

ま
ず
祐
信
が
描
い
た
小
袖
雛
形
本
と
し
て
『
正
徳
ひ
な
形
』
を
と
り
あ
げ

る
。
本
書
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
出
版
さ
れ
、
五
巻
五
冊
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
小
袖
の
意
匠
は
「
御
所
風
」「
お
屋
敷
風
」「
町
風
」「
け
い
せ

い
風
」「
若
衆
風
」「
野
郎
風
」「
ふ
ろ
屋
風
」
と
分
類
さ
れ
、
着
用
す
る
人
々

の
階
層
を
意
識
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
五
は
伊
達
紋
一
八
九
図

を
掲
載
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、小
袖
雛
形
の
う
ち
「
若
衆
風
」
と
「
野
郎
風
」

を
除
く
七
三
図
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
東
京
藝
術

大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
及
び

6
、
今
尾
家
所
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
正
徳
ひ

な
形
』

7
を
用
い
た
。

二
点
目
に
、
女
性
の
全
身
像
を
描
い
た
絵
本
と
し
て
『
絵
本
浅
香
山
』
を

と
り
あ
げ
る
。『
絵
本
浅
香
山
』
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
刊
行
さ
れ
、

市
中
の
女
性
を
中
心
に
描
い
た
絵
本
で
あ
る
。
画
面
に
背
景
は
な
く
、
主
に

女
性
の
全
身
像
を
半
丁
に
一
名
ず
つ
描
く
体
裁
を
採
用
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、『
絵
本
浅
香
山
』
に
描
か
れ
る
三
三
名
の
女
性
を
考
察
対
象
と
し
た

8
。

三
点
目
に
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
出
版
さ
れ
た
『
絵
本
都
草
紙
』

を
対
象
と
し
た

9
。
京
都
の
四
季
風
俗
を
紹
介
し
た
版
本
で
、『
正
徳
ひ
な
形
』

や
『
絵
本
浅
香
山
』
の
よ
う
に
小
袖
の
意
匠
が
画
面
や
内
容
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
作
品
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
世
風
俗
と
も
に
女
性
が
多
数
描
か
れ

て
い
る
た
め
対
象
資
料
と
し
て
選
定
し
た
。
な
か
で
も
『
絵
本
都
風
俗
』
内

に
描
か
れ
る
、
九
八
名
の
女
性
の
小
袖
意
匠
を
対
象
と
す
る
。

三
、
使
用
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の 

分
類
と
傾
向

ま
ず
、
最
も
意
匠
が
詳
細
な
『
正
徳
ひ
な
形
』
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
る

モ
テ
ィ
ー
フ
を
小
袖
の
図
と
説
明
書
き
か
ら
抽
出
し
た
。
対
象
と
し
た
七
三

図
中
に
使
用
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、七
九
種
類
に
及
ぶ
。
参
考
の
た
め
、【
表

一
】
と
し
て
提
示
す
る
。
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【
表
一
】「『
正
徳
ひ
な
形
』
で
使
用
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
一
覧

モティーフ

朝顔、葦、粟、卯の花、梅、澤瀉、柿
杜若、柏、唐草、菊、桐、鶏頭花
河骨（葵）、桜、笹、芝草、菖蒲、水仙
杉、杉菜、薄、菫、竹、橘、蒲公英、蔦
椿、萩、藤、松、茗荷、藻塩草、紅葉
柳、山吹、夕顔

渦水、霞、雲、波、雪輪、流水

網、編み笠、家、石掛、扇、笈（おい）
案山子、鉤、掛物、唐傘、刈田、土器
杵、柴垣、菅笠、暖簾橋、羽根、羽子板
屏風、風車、船帆、巻物、幕、御簾

貝、蜘蛛の巣、鶴、龍

亀甲、松皮菱、鱗、縞、青海波

源氏香、紋

分類

植物

自然

器物

動物

幾何学

その他

『
正
徳
ひ
な
形
』
に
描
か
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
本
稿
で
は
、「
植
物
」、「
自

然
」、「
器
物
」、「
動
物
」、「
幾
何
学
」、「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
。
分
類
は

「
植
物
」
を
花
や
草
木
、「
自
然
」
を
水
や
雷
な
ど
自
然
現
象
を
意
匠
化
し
た

も
の
、「
器
物
」
は
屏
風
や
扇
な
ど
形
状
の
あ
る
も
の
を
分
類
し
た
。「
動
物
」

は
想
像
上
も
含
め
動
物
や
そ
の
一
部
を
象
っ
た
も
の
、「
幾
何
学
」
は
左
右

対
称
な
意
匠
と
し
、以
上
の
分
類
に
含
ま
れ
な
い
も
の
を「
そ
の
他
」と
し
た
。

一
覧
に
し
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
が
意
匠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
植
物
に
分
類
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
割
合
と
し

て
高
く
、
植
物
を
積
極
的
に
小
袖
の
意
匠
と
し
て
採
用
し
て
い
た
様
子
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
『
正
徳
ひ
な
形
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
『
絵
本
浅

香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
か
検
討
し
て
み
る
と
、『
絵

本
浅
香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』の
小
袖
に
描
か
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
大
半
は『
正

徳
ひ
な
形
』
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ち
な
み
に
、【
表
一
】
の

茗
荷
や
鶴
は
、
巻
五
の
伊
達
紋
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、『
絵
本
浅

香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』
に
描
か
れ
る
女
性
の
小
袖
意
匠
す
べ
て
が
『
正
徳

ひ
な
形
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、【
表
二
】
に
は
『
正

徳
ひ
な
形
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
を
一
覧
化
し
た
。
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。



【
表
二
】「『
正
徳
ひ
な
形
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
」

モティーフ

あざみ
桔梗
早蕨
鉄線
百合

千鳥

格子

分類

植物

動物

幾何学

で
は
、【
表
二
】
に
挙
げ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
典
拠
を
祐
信
が
手
が
け
た
別

の
小
袖
雛
形
本
に
求
め
て
み
た
い
。
享
保
三
年
に
出
版
さ
れ
た
小
袖
雛
形
本

『
西
川
ひ
な
形
』
に
確
認
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

『
西
川
ひ
な
形
』
も
『
正
徳
ひ
な
形
』
と
同
様
に
小
袖
背
面
図
を
掲
載
す

る
体
裁
で
、
小
袖
雛
形
に
加
え
て
袱
紗
の
雛
形
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
西

川
ひ
な
形
』
の
小
袖
意
匠
を
確
認
し
て
み
る
と
【
表
二
】
に
挙
げ
た
百
合
、

千
鳥
、
桔
梗
が
小
袖
背
面
図
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
格
子
に
つ
い
て

は
同
書
の
中
に
掲
載
さ
れ
た
姿
絵
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
か
ら
、『
絵
本
浅
香
山
』
と
『
絵
本
都
草
紙
』
は
『
正
徳
ひ
な
形
』
と
『
西

川
ひ
な
形
』
に
使
用
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
基
調
と
し
て
、
女
性
の
服
飾
意

匠
を
描
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

四
、
小
袖
意
匠
の
比
較

祐
信
の
手
が
け
た
小
袖
雛
形
本
を
起
点
と
し
て
、
他
の
絵
本
に
お
け
る
モ

テ
ィ
ー
フ
の
使
用
を
検
証
し
た
。
し
か
し
、
小
袖
雛
形
本
や
風
俗
絵
本
に
描

か
れ
る
小
袖
の
意
匠
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
も
均
等
に
使
用
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
使
用
頻
度
の
高
低
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
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次
に
、
使
用
頻
度
の
高
い
モ
テ
ィ
ー
フ
と
そ
の

傾
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

『
正
徳
ひ
な
形
』
で
使
用
さ
れ
た
七
九
種
の
モ

テ
ィ
ー
フ
が
小
袖
意
匠
の
中
で
使
用
さ
れ
た
回
数

を
集
計
し
た
。
す
る
と
、
七
九
種
の
モ
テ
ィ
ー
フ

の
内
、「
水
」、「
菊
」、「
梅
」
が
使
用
頻
度
の
高

い
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ

で
、
使
用
頻
度
の
高
い
モ
テ
ィ
ー
フ
を
中
心
に
、

小
袖
雛
形
本
と
風
俗
絵
本
と
の
使
用
頻
度
の
比
較

や
描
き
方
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四
―
一
、「
水
」
を 

　
　
用
い
た
意
匠

ま
ず
、
最
も
『
正
徳
ひ
な
形
』
に
お
い
て
使
用

さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
は
「
水
」
で
あ
り
、
流
水
や

波
、
渦
水
な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
も
含
ん
で
い
る
。

『
正
徳
ひ
な
形
』
の
中
で
、
女
性
の
小
袖
意
匠
を

描
い
た
図
の
内
、
一
六
図
に
お
い
て
「
水
」
が
使

用
さ
れ
て
い
た
。
図
1
は
山
吹
と
流
水
を
組
み
合

わ
せ
た
意
匠
で
、「
水
」
を
用
い
た
意
匠
の
多
く
が
、

植
物
と
の
組
み
合
わ
せ
で
描
か
れ
て
い
た
。
あ
る

い
は
、
雁
な
ど
の
鳥
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
た
。

「
水
」
に
関
連
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
小
袖
の
意

匠
に
頻
繁
に
使
用
す
る
傾
向
は
『
正
徳
ひ
な
形
』

の
み
な
ら
ず
、『
絵
本
浅
香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』

に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
絵
本

浅
香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』
の
中
に
描
か
れ
る
小

袖
意
匠
を
分
類
し
て
い
く
と
、「
水
」
が
最
も
使

用
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
祐
信
の
「
水
」
と
い
う

モ
テ
ィ
ー
フ
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
反
映
さ
れ
た

結
果
と
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
絵
本
浅
香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』
で
描
か
れ
る

「
水
」
を
用
い
た
小
袖
意
匠
は
、『
正
徳
ひ
な
形
』

と
比
較
し
て
意
匠
を
描
く
こ
と
が
可
能
な
面
積
が

少
な
い
。
そ
の
た
め
、
雛
形
本
の
よ
う
に
細
か
な

線
を
使
用
し
た
描
写
は
な
く
、
単
純
化
さ
れ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
図
2
や
図
3

に
あ
る
よ
う
に
、
流
水
と
千
鳥
、
菊
な
ど
『
正
徳

ひ
な
形
』
と
同
様
に
「
水
」
と
植
物
や
動
物
と
組

み
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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四
―
二
、「
菊
」
を
用
い
た
意
匠

続
い
て『
正
徳
ひ
な
形
』で
使
用
頻
度
の
高
い
モ
テ
ィ
ー
フ
は「
菊
」で
あ
っ

た
。
菊
は
多
く
の
小
袖
意
匠
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
描
き
方
を
変
え
、

多
様
な
菊
の
意
匠
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
4
の
よ
う
に
花
弁
を
一

枚
一
枚
描
く
方
法
や
図
5
の
よ
う
に
花
弁
を
省
略
し
た
「
光
琳
菊
」
と
呼
ば

れ
る
描
き
方
で
も
表
現
さ
れ
る
。

一
方
、『
絵
本
浅
香
山
』
と
『
絵
本
都
草
紙
』
も
同
様
に
菊
が
小
袖
意
匠
に

と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
菊
の
描
き
方
に

注
目
し
て
み
る
と
、
図
６
の
よ
う
な
花
弁
が
丸
み
を
帯
び
た
菊
の
花
や
図

７
の
よ
う
に
花
弁
を
省
略
し
た
描
き
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
図
4
の
よ
う

に
花
弁
の
先
端
を
鋭
角
に
し
、一
枚
一
枚
描
く
菊
の
花
の
多
い
『
正
徳
ひ
な
形
』

と『
絵
本
浅
香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』の
描
き
方
が
異
な
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

三
種
の
版
本
を
比
較

し
て
み
る
と
、
祐
信
絵

本
の
中
で
は
、
年
代
を

経
る
に
従
い
、
菊
と
い

う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
丸
み

を
帯
び
、
よ
り
一
層
意

匠
化
し
て
い
っ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
た
だ

し
、
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
を
選
択
し
な
が
ら

も
、
描
き
方
を
変
化
さ
せ
た
理
由
や
そ
の

背
景
に
つ
い
て
は
、
時
世
や
小
袖
雛
形
本

が
対
象
と
し
た
着
用
者
も
視
野
に
入
れ
て

さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

四
―
三
、「
梅
」
を
用
い
た
意
匠

続
い
て
梅
を
用
い
た
意
匠
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。『
正
徳
ひ
な
形
』
に

描
か
れ
る
梅
は
、
梅
花
の
み
を
意
匠
化
し
た
も
の
や
梅
花
と
枝
を
あ
し
ら
っ
た

意
匠
が
あ
る
。
ま
た
、
図
８
の
よ
う
に
花
の
内
部
ま
で
詳
細
に
描
く
意
匠
も
見

受
け
ら
れ
る
一
方
、
図
９
の
よ
う
な
、
光
琳
梅
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。
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小
袖
雛
形
本
の
中
で
光
琳
模
様
は
享
保
期
頃
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

10
、

古
家
氏
に
よ
れ
ば
、『
正
徳
ひ
な
形
』
に
お
け
る
光
琳
模
様
の
使
用
は
、
小

袖
雛
形
本
の
中
で
も
最
も
早
い
例
の
一
つ
だ
と
い
う

11
。
加
え
て
、
図
９
に

描
か
れ
た
梅
の
花
は
ど
れ
も
歪
み
が
少
な
く
、
一
様
な
形
で
描
か
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
梅
の
花
の
描
き
方
は
、
祐
信
が
考
案
し
た
光
琳
模
様
表
現
の
一
種

だ
と
い
う
。『
正
徳
ひ
な
形
』
に
表
現
さ
れ
た
梅
の
花
に
つ
い
て
は
、
梅
の

花
を
よ
り
意
匠
化
し
た
光
琳
梅
と
写
実
的
に
描
く
梅
と
の
両
者
が
描
か
れ
て

い
た
。
一
方
、『
絵
本
浅
香
山
』
と
『
絵
本
都
草
紙
』
に
表
現
さ
れ
た
梅
に

つ
い
て
は
、『
正
徳
ひ
な
形
』
と
は
異
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

『
絵
本
浅
香
山
』

で
は
、
図
10
の
よ

う
に
花
弁
が
一
重

に
な
り
、
花
弁
の

内
部
を
詳
細
に
描

い
た
梅
花
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
ま
た
、
花

弁
の
形
も
や
や
円

形
に
近
く
な
り
『
正
徳
ひ
な
形
』
に
描
か
れ
る
梅
の
花
に
比
べ
て
簡
略
化
さ

れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
『
絵
本
都
草
紙
』
で
は
、
図
11
の
よ
う
に
花

弁
は
ほ
ぼ
円
形
と
な
り
、
枝
に
つ
い
て
も
直
線
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

『
絵
本
浅
香
山
』
や
『
絵
本
都
草
紙
』
は
小
袖
雛
形
本
と
比
較
し
て
意
匠
を

描
き
込
む
面
積
は
小
さ
く
な
る
。
そ
の
た
め
『
正
徳
ひ
な
形
』
の
意
匠
と
の

単
純
な
比
較
は
難
し
い
。
し
か
し
『
正
徳
ひ
な
形
』
に
も
簡
略
化
さ
れ
た
梅

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、祐
信
は
年
代
を
経
る
に
従
い
、梅
の
モ
テ
ィ
ー

フ
を
よ
り
単
純
化
、
簡
略
化
し
て
描
く
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

95　　祐信の服飾意匠とその特徴　―風俗絵本と小袖雛形本を手がかりに

*

*

*10

小
山
弓
弦
葉
「
小
袖
模
様
雛
形
本
に
見
る
流
行
の
系
譜
」、前
掲
注
5
『
日

本
の
美
術　

光
琳
模
様
』
な
ど
。

*

*

*11

前
掲
注
４
、
古
家
氏
。

●図８：「傾城風」『正徳雛（ひな）形』東京藝術大学附属図書館蔵

●図９：「傾城風」『正徳雛（ひな）形』東
京藝術大学附属図書館蔵



 

四
―
四
、「
葵
」
を
用
い
た
意
匠

最
後
に
意
匠
と
し
て
の
使
用
頻
度
は
高
く
な
い
が
、「
葵
」
を
と
り
あ
げ

て
み
た
い
。
現
在
の
我
々
が
認
識
す
る
意
匠
と
江
戸
時
代
の
人
々
と
の
認
識

に
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
考
え
た
た
め
、
提
示
す
る
こ

と
と
し
た
。

徳
川
家
の
家
紋
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
三
つ
葵
」
は
現
在
も
よ
く
知
ら
れ
、

葵
は
徳
川
家
や
徳
川
家
に
近
し
い
家
の
家
紋
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
小
袖
雛
形
本
に
お
い
て
も
葵
を
使
用
し
た
意
匠
は
し
ば
し
ば
見

受
け
ら
れ
、
祐
信
の
手
が
け
る
小
袖
雛
形
本
に
お
い
て
も
葵
は
意
匠
と
し
て

描
か
れ
て
い
た
。

図
12
は
『
正
徳
ひ
な
形
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
袖
意
匠
の
一
つ
で
あ
り
、
一

見
す
る
と
葵
に
見
え
る
。
し
か
し
、
小
袖
意
匠
の
隣
に
は
次
の
よ
う
な
説
明

が
あ
る
。

水
に
か
う
ほ
ね
の
も
や
う 

す
そ
地
あ
さ
ぎ
あ
け
ぼ
の
水
か
す
り
の
り 

か
う
ほ
ね
ゆ
ふ
ぜ
ん
染
い
ろ
〳
〵
小
色
入 

か
た
は
む
ら
さ
き
に
し
て 

五
所
も
ん 

は
つ
れ
雪
の
内 

四
季
の
ゑ
づ
く
し			



　
　
　
（
※
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）

技
法
や
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
葵
」
と
は
書
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か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
葵
と
認
識
し
て
い
た
植
物

は
、傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に「
か
う
ほ
ね
」す
な
わ
ち「
河

骨
（
こ
う
ほ
ね
）」
と
呼
ば
れ
る
植
物
と
し
て
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
一
体
、
河
骨
と
は
ど
の
よ
う

な
意
匠
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

河
骨
は
『
日
本
紋
章
学
』
に
「
河
骨
紋
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
お
り

12
、
河
骨
と
呼
ば
れ
る
植
物
の
葉
と
花

を
象
っ
た
紋
の
こ
と
を
指
す
。
葵
紋
と
河
骨
紋
の
違
い

と
し
て
は
、
葵
紋
は
葉
脈
が
放
射
状
に
描
か
れ
る
が
、

河
骨
紋
は
左
右
に
発
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
河
骨
紋
が
葵
紋
と
類
似
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
葵
紋
が
権
威
の
あ
る
紋
章
で
あ
る
た
め
、
擬
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
沼
田
氏
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

葵
と
河
骨
の
紋
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
見
分
け
が
つ

か
な
い
。
実
は
、
見
分
け
の
難
し
い
意
匠
は
、
こ
の
事

例
だ
け
で
は
な
い
。

『
正
徳
ひ
な
形
』
に
伊
達
紋
を
掲
載
し
た
巻
五
が
含

ま
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
図
13
「
あ

ふ
ひ
の
丸
」、
図
14
「
あ
ふ
ひ
車
」、
図
15
「
丸
に
か
う

ほ
ね
」、
図
16
「
ひ
し
の
葉
」
と
名
付
け
ら
れ
た
伊
達
紋
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
伊
達
紋
の
下
に
名
称
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
で

あ
ろ
う
。
図
13
か
ら
16
に
は
、
葵
、
河
骨
、
そ
し
て
菱
の

葉
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
別
の
植
物
が
、
類
似
し
た
形
状
で
描

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
図
15
の
河
骨
と
さ
れ
る

伊
達
紋
は
、
同
じ
河
骨
で
あ
る
図
12
と
の
描
き
方
と
は
異

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
形
状
が
類
似
し
て
一
見
し
た
だ
け
で

は
見
分
け
の
難
し
い
モ
テ
ィ
ー
フ
が
存
在
し
て
い
た
。
個

別
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
判
明
し
た
点
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
他
に
も
存
在
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
調
査
を
進
め
る
必
要
も
あ
る
。
加
え
て
、

モ
テ
ィ
ー
フ
を
判
断
す
る
際
に
は
、
現
在
の
名
称
や
分
類

の
み
に
頼
ら
ず
、
出
版
当
時
の
記
載
と
も
照
合
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え
よ
う
。

一
見
す
る
と
葵
に
見
え
る
小
袖
意
匠
は
『
絵
本
浅
香
山
』

（
図
17
）、『
絵
本
都
草
紙
』（
図
18
）
に
も
登
場
す
る
。
図
17

と
18
は
、『
正
徳
ひ
な
形
』
に
掲
載
さ
れ
た
図
12
よ
り
も
葉
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脈
が
省
略
さ
れ
た
り
、
意
匠
化
さ
れ
た
り
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

図
17
と
図
18
を
見
る
限
り
で
は
、
葵
と
し
て
描
い
た
の
か
、
河
骨
や
別
の
植
物

と
し
て
描
い
た
の
か
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現
在
の
我
々
が
見
る
と

葵
と
認
識
す
る
意
匠
も
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
異
な
る
意
匠
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

絵
画
資
料
に
描
か
れ
た
小
袖
意
匠
は
、
階
級
や
当
時
の
流
行
を
読
み
取
る

こ
と
も
可
能
な
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
当
時
に
認
識
さ
れ
て
い
た

意
匠
と
そ
の
名
称
を
整
理
し
て
、
判
断
す
る
と
い
う
手
続
き
を
踏
む
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

 

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
祐
信
が
描
い
た
小
袖
雛
形
本
を
起
点
と
し
て

絵
本
に
描
か
れ
る
小
袖
意
匠
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
。
し
か
し
、
服
飾
文

化
の
み
な
ら
ず
、
祐
信
の
よ
う
に
絵
師
の
画
業
を
辿
る
こ
と
が
可
能
な
場
合

も
あ
る
。
そ
し
て
、
染
織
技
法
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
意
匠
を
整
理
・
読
み
解
く
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

い
た
と
い
え
る
。
今
後
は
こ
の
点
を
念
頭
に
、
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

今
回
取
り
上
げ
た
三
種
の
版
本
は
、
小
袖
雛
形
本
と
女
性
風
俗
を
中
心

と
し
た
絵
本
、
京
都
の
風
俗
を
描
い
た
絵
本
と
い
う
内
容
が
異
な
る
版
本
で

あ
っ
た
。
そ
こ
へ
描
か
れ
る
小
袖
意
匠
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
使
用
頻
度
で
分
類

し
て
い
く
と
、『
正
徳
ひ
な
形
』
で
は
、
水
、
梅
、
菊
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
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て
い
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。
ま
た
、『
絵
本
浅
香
山
』『
絵
本
都
草
紙
』

の
小
袖
意
匠
に
使
用
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
も
、『
正
徳
ひ
な
形
』

と
同
様
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
祐
信
自
身
が
小
袖

意
匠
を
描
く
に
あ
た
り
、
風
俗
絵
本
に
つ
い
て
も
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の
選
択
に

配
慮
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
特
に
小
袖
意
匠
が
内
容
の

中
心
で
は
な
い
『
絵
本
都
草
紙
』
に
つ
い
て
も
小
袖
雛
形
本
と
同
様
の
傾
向

が
小
袖
意
匠
に
見
受
け
ら
れ
た
点
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
祐

信
の
雛
形
本
、
絵
本
に
見
受
け
ら
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
傾
向
は
、
出
版
当
時

に
小
袖
意
匠
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
直
接
絵
本
に
反
映
さ

れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
考
察
を
経
て
判
明
し
た
祐
信

の
雛
形
本
と
絵
本
に
描
か
れ
る
小
袖
意
匠
が
一
定
の
傾
向
を
示
し
た
点
と
文

化
的
背
景
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

今
回
個
別
に
と
り
あ
げ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
本

に
つ
い
て
内
容
が
異
な
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
出
版
の
年
代
に
よ

り
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の
描
き
方
が
変
化
し
て
い
る
様
子
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
作
品
の
範
囲
を
広
げ
、
祐
信
が
小
袖
意
匠
を
描
く

表
現
方
法
の
変
化
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
祐
信
が

描
く
小
袖
意
匠
を
肉
筆
作
品
な
ど
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
捉
え
て
い
く
必
要

も
あ
る
だ
ろ
う
。

［
付
記
］

本
稿
は
第
二
回
西
川
祐
信
研
究
会
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

席
上
で
皆
様
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
、神
谷
勝
広
先
生
、ス
コ
ッ
ト
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
先
生
に
は
資
料
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
所
蔵
機
関
に

は
資
料
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
研
究
会
を
立
ち
上
げ
貴
重
な
発
表
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
石
上
阿
希
氏
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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